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宫本 百合 子 



先生のお 辞儀が 済む と 狭い 出入口で 前の 子 を 押しつ 

ける 様に して 馳け 出して 見る と、 いつも 女中の 立って 

居る 所に 今日は 約束 通り 叔父が 笑いながら 待って 居て 

くれた。 

私 は 笑み 崩れながら 跳び 付いた。 

そうすると 叔父 は 私の 頭 を 押し 叩いて くれた。 私の 

満足 は 頂上に 達して 踊る 様に 歩き 出そうと すると、 今 

までの 様子 を 傍に 立 つ て 珍ら しそうに 見て 居た 私より 

ズ ー ット 大きい 男の子 はいきな リ賤 しいか すれ 声 を 立 

てて、 
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くて、 出入口に 一 歩 足 を 入れる ともう 軽い 興奮 を 覚え 

る 様であった。 

殊に 彼の 明るい 天井の 手術室の 辺に 漂うて 居た 消毒 

薬の 香い は、 今でも 此の 鼻の 先に 嗅げる 程 はっきりし 

た PL 象と な つ て 残って 居る ので ある。 

或る 大変 吹き降りの する 日に、 学校から 帰る と 母の 

止める の もき かずに 合羽 を 着 小さい 奴 傘 を 差して 病院 

に 出かけた。 

多分 独りだった と 思う。 

まだ あんなに 道路の 改正され ない 間の 本郷の 大通り 



さえ も 話さな か つ た 事で ある。 

叔父の 寝台の 傍で 聞いた 宗教 的な 種々 の 話 は 実に 沢 

山であった。 

アダム、 イブの 話。 

ノアの 箱舟。 

クリストの 子供の 時の 話。 

Babel の 塔。 

其の 他 種々 の 話 を、 彼 は 我々 が 日常の 出来事に 対し 

て 云う 通りな 静かな 事実 を 有りのまま 物語って 居る 様 

な 口調で 話した。 



う 迷わない 断定 も 持って 居る ので、 其の 時の 私の 様に 

死ぬ と 云う 事が 殆ど 分らない と 云う 様な 事 はない らし 

ヽ o 

それに 私の 性質 上 母 は その 様な 特殊な 事件 はなる た 

け 知らないで すむ 様にば かりさせて 来たので、 生れて 

始めて 私 は 死ぬ と 云う 事に 会わせられた のであった。 

私 は 妙に そわそわして 落着け なかった。 

にわかに 人の 出入の 多くな つた 台所へ 行って 追い や 

られ たり 表座敷へ 行って 牝られ たりして 居る うちに、 

門の 方に ガヤ ガヤと 人声が 仕出す と、 奥から 出て 来た 

母 は 其処いら をう ろうろ して 居た 私に、 
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